
日本思想史学49〈2017〉　192

書　

評

伊
藤
聡
著

『
神
道
の
形
成
と
中
世
神
話
』

（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
六
年
）

松 

本
　
公 

一

　

伊
藤
聡
氏
の
『
神
道
の
形
成
と
中
世
神
話
』
は
、
前
著
『
中
世
天
照
大

神
信
仰
の
研
究
』
に
続
く
氏
の
論
文
集
で
あ
る
。
中
世
神
道
に
関
す
る
パ

イ
オ
ニ
ア
の
一
人
で
あ
り
、
研
究
の
牽
引
者
で
あ
る
。
本
書
は
著
者
の
中

世
神
道
に
か
か
わ
る
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
論
考
を
集
め
た
一

書
で
あ
り
、
自
身
も
「
中
世
神
道
お
よ
び
中
世
神
話
（
中
世
日
本
紀
）
の

意
味
を
総
合
的
に
考
え
よ
う
と
し
た
論
考
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
」

と
記
し
て
お
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
本
書
の
構
成
は
、
目
次
に
よ
れ
ば
、

　

序
章　
「
神
道
」
の
中
世

　

第
Ⅰ
部　

中
世
神
道
研
究
の
歩
み

　
　

第
一
章　

戦
前
戦
後
の
中
世
神
道
研
究

　
　

第
二
章　

説
話
研
究
と
中
世
神
道

　

第
Ⅱ
部　

中
世
の
本
地
垂
迹
思
想

　
　

第
一
章　

本
地
垂
迹
思
想
の
展
開

　
　

第
二
章　

愛
染
明
王
と
天
照
大
神

　
　

第
三
章　

中
世
に
お
け
る
祝
詞
と
和
歌
の
習
合

　
　

第
四
章　

雑
書
の
世
界

　

第
Ⅲ
部　

中
世
神
道
・
中
世
説
話
・
伊
勢
神
宮

　
　

第
一
章　

神
道
の
形
成
と
中
世
神
話

　
　

第
二
章　

中
世
に
お
け
る
古
代
神
話
の
継
承
と
受
容

　
　

第�

三
章　

幻
視
さ
れ
る
始
原

─
中
世
神
道
書
に
お
け
る
天
地
創
生

説

　
　

第
四
章　

中
世
に
お
け
る
神
道
説
の
類
聚

　

第
Ⅳ
部　

中
世
寺
院
と
神
道
流
派
の
成
立

　
　

第
一
章　

中
世
神
道
の
形
成
と
無
住

　
　

第
二
章　

神
道
諸
流
の
形
成

　

終
章　

中
世
神
道
研
究
の
可
能
性

と
い
う
構
成
が
と
ら
れ
て
い
る
。
序
章
に
お
い
て
は
、
収
録
さ
れ
た
論
文

の
概
要
が
述
べ
ら
れ
、
大
き
く
み
れ
ば
第
Ⅰ
部
が
研
究
史
、
第
Ⅱ
部
が
本

地
垂
迹
説
の
中
世
の
具
体
相
、
第
Ⅲ
部
は
、
本
書
の
中
核
を
成
す
、
と
著

者
自
身
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
世
神
道
の
展
開
の
実
体
論
、
そ
し
て

第
Ⅳ
部
は
僧
侶
に
よ
る
中
世
神
道
の
形
成
に
つ
い
て
の
論
考
と
な
る
。
そ

し
て
、
終
章
に
お
い
て
総
括
と
今
後
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
以
下
、
著
者
に
よ
る
序
章
に
お
け
る
各
論
文
の
ま
と
め
に

導
か
れ
な
が
ら
、
も
う
少
し
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
、
第
Ⅰ
部
か
ら
述
べ

て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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第
Ⅰ
部
は
中
世
神
道
の
研
究
史
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章

「
戦
前
戦
後
の
中
世
神
道
研
究
」
に
お
い
て
、
戦
前
、
明
治
か
ら
の
研
究

史
か
ら
戦
後
の
一
九
八
〇
年
ご
ろ
ま
で
の
研
究
史
を
概
括
し
、
と
く
に
戦

前
に
『
文
科
』
と
い
う
同
人
誌
に
て
研
究
活
動
を
し
て
い
た
鏡
島
寛
之
と

い
う
研
究
者
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
新
知
見
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
ち
な
み
に
こ
の
鏡
島
寛
之
（
一
九
一
二
〜
一
九
四
六
）
は
、
曹
洞

宗
の
僧
侶
で
、
静
岡
県
・
泉
竜
寺
の
住
職
、
回
教
圏
研
究
所
研
究
員
で
も

あ
っ
た
。「
回
教
教
理
」「
各
国
に
お
け
る
コ
ー
ラ
ン
の
翻
訳
」
と
い
う
論

文
を
遺
し
て
い
る
（
平
成
二
十
七
年
三
月
一
日
の
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
二
の

「
宗
教
の
時
間 

仏
教
か
ら
み
た
イ
ス
ラ
ー
ム
」『
宗
教
の
時
間
へ
よ
う
こ
そ
』
Ｈ

Ｐ
に
よ
る
）。

　

第
二
章
の
「
説
話
研
究
と
中
世
神
道
」
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
を
揺
籃

期
と
し
、
い
わ
ゆ
る
「
中
世
日
本
紀
」「
中
世
神
話
」
研
究
が
は
じ
ま
り
、

一
九
八
〇
年
代
を
沸
騰
期
と
位
置
づ
け
、
即
位
灌
頂
研
究
と
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
で
は
な
い
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
は
ニ
ュ
ー
ア
カ

デ
ミ
ズ
ム
に
よ
る
研
究
動
向
も
紹
介
し
、
つ
づ
く
一
九
九
〇
年
〜
二
〇
〇

〇
年
代
を
定
着
期
と
と
ら
え
、
中
世
文
学
研
究
の
課
題
と
し
て
定
着
し
、

さ
ら
に
は
文
献
公
刊
も
活
発
に
な
さ
れ
た
こ
と
、
日
本
史
学
に
お
い
て
も
、

文
学
研
究
に
触
発
さ
れ
る
形
で
研
究
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い

る
。
加
え
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
海
外
に
お
い
て
も
研
究
が
活
発
化
し

た
こ
と
を
紹
介
す
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
日
本
思
想
史
、
神
道
史
学
と
い

っ
た
分
野
は
、
研
究
に
対
す
る
反
応
は
決
し
て
活
発
で
は
な
く
、
そ
れ
は

一
次
資
料
の
発
掘
・
調
査
に
積
極
的
で
な
い
こ
と
が
大
き
い
こ
と
を
理
由

と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
一
方
に
お
い
て
従
来
は
文
化
史
的
な
側
面
、
文
芸
と

の
関
わ
り
に
関
心
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
今
後
は
思
想
的
内

実
に
分
け
入
っ
て
い
く
思
想
史
の
分
野
に
お
い
て
の
研
究
が
必
要
で
あ
る

と
結
ん
で
い
る
。

　

第
Ⅱ
部
「
中
世
の
本
地
垂
迹
思
想
」
で
は
、
第
一
章
「
本
地
垂
迹
思
想

の
展
開
」
に
お
い
て
、
中
世
に
お
け
る
権
神
・
実
神
の
区
別
が
あ
り
、
そ

れ
が
浄
土
宗
・
浄
土
真
宗
に
も
広
が
っ
て
い
た
こ
と
、
殺
生
祭
神
、
蛇
身

と
し
て
の
神
と
そ
れ
を
感
得
す
る
方
法
と
し
て
の
伊
勢
灌
頂
、
苦
し
む
神

と
し
て
の
蛇
身
と
な
っ
た
女
神
、
天
竺
・
震
旦
・
日
本
の
三
国
関
係
に
お

け
る
中
世
神
道
書
の
国
土
観
、
吉
田
神
道
の
本
地
垂
迹
論
と
し
て
、
吉
田

兼
俱
は
、
本
地
と
し
て
の
神
＝
心
と
垂
迹
と
し
て
の
仏
菩
薩
以
下
全
て
の

事
象
と
い
う
説
で
あ
っ
た
と
す
る
。
結
論
と
し
て
、「
神
は
我
々
に
内
在

す
る
」
と
い
う
、「
神
・
心
（
人
）
一
体
観
」
と
い
う
新
た
な
観
念
が
生

み
出
さ
れ
た
、
と
さ
れ
た
。

　

第
二
章
「
愛
染
明
王
と
天
照
大
神
」
で
は
、
愛
染
明
王
と
天
照
大
神
の

習
合
の
過
程
に
つ
い
て
、
前
提
・
発
生
・
展
開
に
つ
い
て
仏
書
・
西
大

寺
叡
尊
と
彼
が
関
わ
っ
た
造
形
資
料
（
大
神
宮
御
正
体
厨
子
・
愛
染
明
王
坐

像
）・
中
世
神
道
書
な
ど
に
よ
り
跡
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
三
章
「
中
世
に
お
け
る
祝
詞
と
和
歌
の
習
合
」
で
は
、
和
歌
陀
羅
尼

が
中
世
神
道
書
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
中
臣
祓

の
陀
羅
尼
化
、
神
道
灌
頂
作
法
に
お
け
る
和
歌
と
し
て
父
母
代
灌
頂
と
い

う
御
流
神
道
の
灌
頂
の
な
か
で
和
歌
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
説
明
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し
、
和
歌
と
祝
詞
（
と
く
に
中
臣
祓
）
が
特
徴
的
な
言
語
表
現
で
あ
る
と

し
た
。

　

第
四
章
「
雑
書
の
世
界
」
で
は
、
兵
法
、
弓
術
、
医
書
な
ど
の
様
々
な

学
問
に
つ
い
て
の
書
物
で
あ
る
「
雑
書
」
の
な
か
で
、
弓
術
書
に
み
え
る

中
世
神
道
の
言
説
や
胎
内
五
位
説
の
神
道
書
や
雑
書
へ
の
流
入
を
紹
介
し
、

こ
れ
ら
は
「
体
系
性
や
諸
学
を
統
率
す
る
主
導
原
理
を
持
た
な
い
」
中
世

学
問
の
性
格
の
な
か
で
、
本
来
は
異
質
な
諸
説
が
相
互
に
結
び
合
い
、
そ

の
な
か
か
ら
新
た
な
説
が
生
み
出
さ
れ
て
の
も
当
然
で
あ
る
、
と
し
た
。

　

第
Ⅲ
部
「
中
世
神
道
・
中
世
説
話
・
伊
勢
神
宮
」
は
本
書
の
中
核
を
な

す
部
分
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

第
一
章
「
神
道
の
形
成
と
中
世
神
話
」
で
は
、
も
と
『
日
本
思
想
史
講

座
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
伊
勢
神
宮
で
起
こ
っ
た
両
部
神
道
書
・
伊

勢
神
道
書
に
よ
り
「
内
な
る
神
」（
神
は
心
に
存
在
す
る
こ
と
）、「
始
原
の

探
求
」
と
し
て
天
地
開
闢
・
国
土
創
生
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
密
教
・

禅
・
道
家
思
想
が
渾
然
と
な
り
、
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
、「
灌
頂
と
観
想
」

で
は
神
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
と
し
て
の
灌
頂
や
観
想
に
つ

い
て
、
伊
勢
に
参
宮
し
た
僧
徒
た
ち
の
実
践
的
儀
礼
と
し
て
理
解
で
き
る
、

と
い
う
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
章
の
内
容
は
、
他
の
章
に
も
述
べ
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
章
「
中
世
に
お
け
る
古
代
神
話
の
継
承
と
受
容
」
で
は
、
国
土
創

生
譚
と
し
て
の
第
六
天
魔
王
譚
、
大
日
印
文
モ
チ
ー
フ
、
盤
古
神
話
の
利

用
、
神
功
皇
后
譚
の
中
世
に
お
け
る
変
質
、
と
い
っ
た
中
世
神
話
へ
の
考

察
で
あ
る
。

　

第
三
章
「
幻
視
さ
れ
る
始
原

─
中
世
神
道
書
に
お
け
る
天
地
創
生

説
」
で
は
両
部
神
道
書
に
お
け
る
、
神
前
の
観
想
作
法
に
つ
い
て
再
構
成

し
、
鎌
倉
時
代
の
神
道
書
は
神
前
の
観
想
と
い
う
宗
教
的
実
践
か
ら
形
成

さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

第
四
章
「
中
世
に
お
け
る
神
道
説
の
類
聚
」
で
は
、
平
安
末
以
来
、
伊

勢
神
宮
周
辺
で
作
成
さ
れ
た
神
道
書
は
、『
類
聚
神
祇
本
源
』『
元
々
集
』

に
ま
と
め
ら
れ
、
地
域
限
定
的
な
テ
キ
ス
ト
が
、
普
遍
的
な
も
の
へ
と
変

化
を
と
げ
、
そ
れ
は
天
台
宗
の
山
王
神
道
の
『
山
家
要
略
記
』
に
も
み
る

こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
伊
勢
、
日
吉
と
い
う
特
定
の
場
所
に
か
か
わ
ら
な

い
も
の
と
し
て
『
神
祇
秘
抄
』
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　

第
Ⅳ
部
「
中
世
寺
院
と
神
道
流
派
の
成
立
」
で
は
、
第
一
章
「
中
世
神

道
の
形
成
と
無
住
」
で
は
、
無
住
の
『
沙
石
集
』
巻
一
の
第
一
・
第
二

話
の
伊
勢
神
宮
に
関
わ
る
説
話
が
、
ど
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な

か
で
も
た
ら
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
の
考
察
で
、
東
大
寺
戒
壇
院
西
迎
上
人

蓮
実
・
初
代
戒
壇
院
長
老
円
照
・
東
大
寺
真
言
院
聖
守
・
源
慶
（
発
心
上

人
）・
木
幡
真
空
と
憲
深
・
頼
瑜
、
三
輪
流
慶
円
と
蓮
道
・
空
観
、
禅
忍

（
三
輪
上
人
）
と
唯
心
上
人
、
法
灯
派
祖
の
無
本
覚
心
な
ど
を
取
り
上
げ
、

伊
勢
参
宮
を
行
っ
た
僧
、
あ
る
い
は
禅
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
複
数
の

ラ
イ
ン
よ
り
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
章
「
神
道
諸
流
の
形
成
」
で
は
、
両
部
神
道
の
流
派
形
成
に
つ
い

て
考
察
し
た
も
の
で
、
鎌
倉
後
期
以
後
に
三
宝
院
流
や
西
大
寺
流
が
神
宮

に
進
出
し
、
神
道
書
の
相
伝
に
関
わ
り
、
そ
の
後
、
三
宝
院
御
流
の
神
道

相
承
、
御
流
神
道
の
形
成
、
三
輪
流
・
三
輪
流
神
道
に
つ
い
て
述
べ
、
神
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道
流
派
は
、
は
じ
め
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
顕
密
諸
宗
・
諸
流
の

秘
説
相
承
が
大
本
で
、
そ
の
後
に
神
道
相
承
に
つ
い
て
の
独
特
の
系
譜
意

識
が
生
ま
れ
、
三
輪
流
・
三
輪
流
神
道
と
し
て
自
立
し
た
存
在
と
な
っ
た
、

と
考
察
さ
れ
た
。

　

終
章
で
は
、
再
び
各
章
の
総
括
を
と
課
題
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

非
常
に
簡
単
に
で
は
あ
る
が
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
み
た
。
こ
こ

で
、
評
者
が
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
や
気
が
つ
い
た
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
、「
中
世
神
道
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
で
論
じ

ら
れ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
両
部
神
道
と
一
般
に
称
さ
れ
る
伊
勢
神
宮

を
め
ぐ
る
言
説
が
大
多
数
で
あ
る
。
本
書
の
終
章
で
も
著
者
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
山
王
神
道
や
吉
田
神
道
、
反
本
地
垂
迹
説
に
つ
い
て
は
あ
ま

り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
本
書
で
展
開
さ
れ
る
「
中
世
神
道
」
は
、
当
時

の
中
世
社
会
に
お
い
て
、
ど
れ
ほ
ど
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
確
か

に
能
や
『
太
平
記
』
の
よ
う
な
文
学
作
品
に
中
世
神
道
説
あ
る
い
は
中
世

神
話
は
み
え
る
が
、
果
た
し
て
こ
れ
ら
は
普
遍
的
に
知
ら
れ
た
も
の
だ
っ

た
の
か
、
あ
る
い
は
や
は
り
僧
侶
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
か
ら
こ

ぼ
れ
出
た
も
の
な
の
か
。
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、「
中
世
神

道
」
は
僧
侶
た
ち
の
間
で
は
活
発
な
伝
授
や
書
写
活
動
も
お
こ
な
わ
れ
た

で
あ
ろ
う
が
、
逆
に
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
わ
ら
ね
ば
、
知
る
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
こ
と
は
、
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
の
問
題
で
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

近
年
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
影
印
や
翻
刻
が
進
み
、
こ
こ
三
十
年
ほ
ど
で
飛

躍
的
に
進
展
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
真
福
寺
大
須
文
庫
、
金
沢
文
庫
、

高
野
山
大
学
な
ど
に
は
、
未
だ
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
史
料
も
あ
り
、
と
く

に
調
査
等
に
関
わ
っ
て
い
る
研
究
者
で
な
け
れ
ば
、
閲
覧
の
叶
わ
な
い
も

の
も
数
多
く
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
て
、
こ
の
意
味
で
は
、
多
く
の
研

究
者
が
ま
だ
容
易
に
は
研
究
に
参
入
で
き
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
も
史
料
的
な
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
先
に
あ
げ
た
史
料
の
伝

来
の
多
く
は
真
言
宗
・
真
言
律
宗
の
寺
院
が
多
く
、
そ
の
た
め
現
在
の
研

究
の
中
心
は
真
言
系
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
天
台
宗
寺
院
な

ど
に
伝
来
す
る
聖
教
の
な
か
に
も
、
即
位
法
等
に
も
い
わ
ゆ
る
中
世
日
本

紀
に
類
す
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
場
合
、
中
世
神
道
と
は
ど

の
よ
う
な
像
を
描
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
テ
キ
ス
ト
自
体
、
仮
託
書
が
多
く
、
そ
の
成
立
は
内
容
か
ら

判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
、
著
者
も
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
新
し
い
テ
キ
ス
ト
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
理
解
や
解
釈
の

再
検
討
が
必
要
に
な
る
、
と
い
う
面
も
持
っ
て
い
る
。
常
に
研
究
成
果
の

書
き
換
え
を
迫
ら
れ
る
と
い
う
流
動
的
な
面
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

著
者
が
強
調
さ
れ
る
中
世
神
道
の
重
要
な
点
で
あ
る
、「
内
な
る
神
」

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
は
や
く
石
田
一
良
は
、
中
世
仏
教
に
お
い
て
、
親

鸞
は
、
阿
弥
陀
仏
は
我
々
一
人
ひ
と
り
の
心
の
な
か
に
存
在
す
る
と
説

い
て
い
る
し
、
ま
た
、
臨
済
禅
に
お
い
て
も
、
仏
は
人
の
中
に
あ
る
の
で
、

坐
禅
に
よ
り
そ
の
仏
を
見
出
す
と
い
っ
た
思
想
が
あ
る
、
と
指
摘
し
て

い
る
（
石
田
一
良
『
大
世
界
史
12 

日
本
の
開
花
』
文
芸
春
秋
、
一
九
六
八
年
）。
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著
者
の
い
う
中
世
神
道
の
「
内
な
る
神
」
は
、
こ
の
よ
う
な
思
想
と
は
全

く
無
関
係
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
何
ら
か
の
影
響
関
係
が
あ

る
の
か
は
、
一
つ
の
課
題
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　

加
え
て
、
こ
れ
は
な
い
も
の
ね
だ
り
で
あ
る
が
、「
中
世
神
道
」
は
、

中
世
の
神
祇
信
仰
の
実
態
、
春
日
信
仰
・
八
幡
信
仰
・
熊
野
信
仰
と
い
っ

た
、
当
時
の
信
仰
世
界
と
ど
の
よ
う
に
切
り
結
ぶ
の
か
、
た
と
え
ば
著
者

の
伊
藤
氏
も
参
加
さ
れ
る
真
福
寺
に
は
熊
野
関
係
の
テ
キ
ス
ト
も
伝
来
し

て
お
り
、
そ
の
中
に
両
部
神
道
に
関
わ
る
記
述
が
含
ま
れ
て
い
た
り
、
ま

た
寺
院
聖
教
全
体
の
伝
来
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
、
課
題
と

な
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、「
金
玉
要
集
」
の
よ
う
な
中
世
の
唱
導

テ
キ
ス
ト
に
も
神
祇
を
扱
っ
た
も
の
が
収
録
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
史

料
の
な
か
に
入
っ
て
く
る
「
中
世
神
道
」
の
問
題
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

　

最
後
に
、
こ
れ
は
論
文
集
の
性
格
上
、
仕
方
の
な
い
こ
と
で
も
あ
る
が
、

い
く
つ
か
の
論
考
に
ま
た
が
り
、
同
様
な
論
旨
、
主
張
の
繰
り
返
し
が
み

ら
れ
る
。
通
読
し
て
み
る
と
、
繰
り
返
し
同
じ
内
容
が
説
か
れ
て
い
る
た

め
に
内
容
を
理
解
す
る
上
に
は
丁
寧
と
も
い
え
る
が
、
一
方
で
は
、
や
や

屋
上
屋
を
重
ね
る
と
い
っ
た
印
象
も
感
じ
て
し
ま
っ
た
。

　

以
上
、
評
者
が
、
疑
問
に
思
う
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
当
方
の
理
解
不

足
や
誤
読
に
よ
る
、
内
容
の
誤
解
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
ご
寛
恕
を
請
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
は
、
長
年
に
わ
た
り
資

料
調
査
と
研
究
に
よ
り
達
成
さ
れ
た
、
中
世
神
道
研
究
の
到
達
点
の
一
つ

で
あ
ろ
う
と
考
え
る
し
、
こ
の
分
野
の
研
究
を
お
こ
な
う
者
に
は
必
読
の

書
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
研
究
の
展
開
と
し
て
は
、
原
克
昭
、
鈴
木
英
之
、

舩
田
淳
一
ら
の
業
績
が
あ
る
が
、
思
想
史
研
究
の
分
野
に
お
い
て
、
本
書

の
成
果
を
、
い
か
に
批
判
的
に
継
承
し
、
よ
り
広
く
、
多
岐
に
わ
た
る
切

り
口
で
展
開
さ
せ
て
い
く
か
が
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
研
究
の
課
題
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

�

（
池
坊
短
期
大
学
教
授
）
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